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行
事
等
が
変
更
・
延
期
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
・
参
加
等
を
す
る
場
合

に
は
主
催
者
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

自
衛
官
募

自
衛
官
募
集集

　
防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
学
校
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
生
（
医
学
科
・

看
護
科
）、
自
衛
官
候
補
生
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
繋
～
茎
に
お
け
る
共
通
事
項

▼
応
募
資
格
　
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
で
、　
歳
以
上
　
歳
未

１８

２１

満
の
高
卒
（
卒
業
見
込
み
を
含

む
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
の
方

繋
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
採
用
）

▼
受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

１８

ま
で

▼
１
次
試
験
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

２８

▼
２
次
試
験
　
　
月
１
日
（
金
）

１２

　
・
２
日
（
土
）
の
う
ち
指
定
さ

れ
た
日

罫
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▼
受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

１１

ま
で

▼
１
次
試
験
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

２１

▼
２
次
試
験
　
　
月
　
日
（
水
）

１２

１３

　
～
　
日
（
金
）
の
う
ち
指
定
さ

１５
れ
た
日

茎
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生

▼
受
付
期
間
　
　
月
４
日
（
水
）

１０

ま
で

▼
１
次
試
験
　
　
月
　
日
（
土
）

１０

１４

▼
２
次
試
験
　
　
月
　
日
（
土
）

１１

２５

　
・
　
日
（
日
）
の
う
ち
指
定
さ

２６
れ
た
日

荊
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

▼
応
募
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未

１８

３３

満
の
方
（
現
在
　
歳
の
方
は
生

３２

年
月
日
に
よ
り
応
募
の
可
否
が

変
わ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
受
付
期
間
　
第
４
回
は
　
月
９

１１

日
（
木
）
ま
で
、
第
５
回
は
　１２

月
８
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
日
　
第
４
回
　
月
　
日

１１

１９

（
日
）・
　
日
（
月
）
の
う
ち
1
日
、

２０

第
５
回
　
月
　
日
（
土
）　
日

１２

１６

１７

（
日
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
受
付
期
間

お
よ
び
試
験
日
が
変
更
・
延
期

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp

s://w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p

c
o
/sa
p
p
o
ro
/

）
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
自
衛
隊
札
幌
地

方
協
力
本
部
滝
川
地
域
事
務
所

（
緯
０
１
２
５
・
２
２
・
２
１
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
　
９
月
　
日
（
金
）

１５

　
時
ま
で

１６
▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
管

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
別
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

■募集住宅

基本家賃面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

２０,６００円～６６,２００円６９.７㎡３ＬＤＫTH８－１３

東光三区地区改良住宅

１９,１００円～６７,３００円６４.２㎡２ＬＤＫTH１０－７

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月
分

▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
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「
歌
志
内
市
敬
老
会
」

「
歌
志
内
市
敬
老
会
」
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

　
敬
老
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
８

月
上
旬
に
対
象
者
の
方
に
案
内
を

郵
送
し
ま
し
た
が
、
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
、
ま
だ
返
信
は
が

き
を
出
し
て
い
な
い
方
は
９
月
８

日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
今
年
度
は
、
会
場
で
の
飲
食
の

予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
記
念

品
（
赤
飯
等
）
を
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
　
日
（
金
）　

２２

１１

時
～（
１
時
間
半
程
度
を
予
定
）

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん
（
送
迎
バ

ス
を
ご
用
意
し
ま
す
）

▼
対
象
者
　
令
和
５
年
９
月
　
日
１５

時
点
で
満
　
歳
以
上
の
市
内
居

７５

住
の
方

▼
参
加
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
　（
市
役
所
２
階
緯
４
２

・
3
2
1
3
）

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
令
和
６
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
障
が
い
を
お
持
ち
の

求
職
者

▼
募
集
訓
練
科
　
建
築
デ
ザ
イ
ン

科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
、
総
合
ビ

ジ
ネ
ス
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
、
総
合
実
務
科

▼
願
書
受
付
期
間
　
　
月
２
日

１０

（
月
）
～
　
日
（
金
）

２０

▼
選
考
試
験
日
　
　
月
６
日（
月
）

１１

ま
で

▼
選
考
場
所
　
北
海
道
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山

　
番
地
）

６０
▼
試
験
内
容
　
学
力
試
験
（
国
語
、

数
学
）、
面
接

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
緯
５
２
・

２
７
７
４
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂

川
出
張
所
  （
緯
５
４
・
３
１
４

７
）

北
海
北
海
道道
障
害
障
害
者者
職
業
能

職
業
能
力力

開
発
校
訓
練
生
募

開
発
校
訓
練
生
募
集集

　
令
和
６
年
４
月
に
義
務
教
育
学

校
前
期
課
程
へ
入
学
す
る
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
と
知
能

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
９
月
上
旬
に
対

象
幼
児
の
保
護
者
宛
に
案
内
文
を

送
付
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
や
ご
不
明
な
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
３
日
（
火
）　

１０

１４

時
～

▼
と
こ
ろ
　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お

ぞ
ら

▼
対
象
児
　
平
成
　
年
４
月
２
日

２９

～
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に

３０

生
ま
れ
た
幼
児

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル

ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２
・

４
２
２
３
）

新
入
学
児
童
の
就
学
時

新
入
学
児
童
の
就
学
時
健健

診
を
実
施
し
ま

診
を
実
施
し
ま
すす

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動動

　
９
月
　
日
（
木
）
か
ら
同
　
日

２１

３０

（
土
）
ま
で
の
間
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
り
い
ま
だ
に
多

く
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
、
あ
る

い
は
心
身
に
損
傷
を
負
っ
て
い
ま

す
。　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

す
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
安

全
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

茨
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

芋
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
及
び
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

鰯
自
転
車
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

〈
赤
歌
警
察
署
・
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
作
戦
本
部
〉

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ
ル

ー
プ
　（
市
役
所
１
階
緯
４
２

・
3
2
1
3
）

高
齢
者
虐
待
防
止
・
相

高
齢
者
虐
待
防
止
・
相
談談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
てて

　
高
齢
者
虐
待
防
止
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
方
々

や
そ
の
ご
家
族
等
か
ら
の
虐
待

（
疑
い
を
含
む
）
に
関
す
る
相
談

を
う
か
が
い
、
解
決
の
お
手
伝
い

を
通
し
て
、
高
齢
者
の
方
々
の
権

利
擁
護
や
虐
待
の
防
止
に
む
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
よ
っ
て
知
り
得

た
秘
密
は
固
く
守
り
、
ま
た
、
相

談
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
相

談
者
の
希
望
に
応
じ
、
解
決
に
向

け
た
対
応
を
行
う
行
政
機
関
等
へ

の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
場
合
も
あ
り

ま
す
）。

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
　
時
（
祝

１７

日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
月
曜

日
～
金
曜
日
）

　
た
だ
し
、
F
A
X
に
よ
る
受
付

は
　
時
間
対
応
可
能
で
す
。

２４
▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
高
齢
者

虐
待
防
止
・
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。）
札
幌

市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
　

か
で
る
２
・
７
内
　
２
階
　
緯

０
１
１
・
２
８
１
・
０
９
２
８

F
A
X
　
０
１
１
・
２
５
１
・

６
１
５
６
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建
設
業
退
職
金
共
済
（
建
退

共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を

営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
か
た

が
た
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。
電
子
申
請

方
式
の
活
用
で
、
手
続
き
が
便
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
電
子
申
請
方
式
の
活
用
で
、
共

済
証
紙
に
か
か
る
事
務
負
担
が

軽
減
し
ま
す
。

※
地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各

種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
建
設
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://ke

n
ta
iky
o
.ta

isy
o
ku
kin
.g
o
.jp
/in
d
e
x
.

h
tm
l

）
ま
た
は
建
退
共
北
海

道
支
部
（
札
幌
市
中
央
区
北
四

条
西
３
ー
１
緯
０
１
１
・
２
６

建
退
共
制
度
に
つ
い

建
退
共
制
度
に
つ
い
てて

１
・
６
１
８
６
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込込

み
は
９
月
末
ま

み
は
９
月
末
ま
でで

　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方

を
対
象
に
、
選
択
し
た
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
最
大
２

万
円
相
当
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

を
取
得
で
き
る
申
込
期
限
が
９
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
、
対
応
す
る
機
器
が
な

い
場
合
や
設
定
方
法
に
不
安
が
あ

る
方
は
、
市
役
所
１
階
窓
口
に
て

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
限
が

近
く
な
る
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
早
め
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
で
は
郵
送
に
よ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
写

真
撮
影
（
無
料
）
や
申
請
書
の
準

備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
仕
事
な
ど
で
日
中
に
市
役
所

へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

平
日
の
時
間
外
で
の
対
応
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
戸
籍
保
険
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
・

３
２
１
７
）

政
治
活
動
用
事
務
所

政
治
活
動
用
事
務
所
のの

看
板
等
証
票
切
り
替

看
板
等
証
票
切
り
替
ええ

　
歌
志
内
市
の
公
職
の
候
補
者
等

（
現
職
、
候
補
者
、
立
候
補
予
定

者
な
ど
）
ま
た
は
そ
の
後
援
団
体

が
、
政
治
活
動
用
の
事
務
所
に
立

札
及
び
看
板
を
掲
示
す
る
場
合
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る
証

票
を
貼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
現
在
の
証
票
の
有
効
期
限
　
　１０

月
　
日
（
火
）

３１

▽
　
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
看

１１板
等
を
掲
示
す
る
場
合
は
、
有

効
期
限
が
切
れ
る
前
に
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
請
し
、
証
票
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
新
し
く
看
板
等
を
掲
示
す
る
場

合
は
、
そ
の
都
度
申
請
の
う
え

証
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
・
３
２
１
２
）

　
次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
「
ひ

ま
わ
り
号
」
が
市
内
を
巡
回
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

献
血
の
お
知
ら

献
血
の
お
知
ら
せせ

▼
と
　
き
　
９
月
　
日
（
火
）

１９

▼
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

３
２
１
３
）

時　　間実　施　場　所

１０：００～１１：２０市 役 所 前

１２：４０～１３：２０市 立 病 院 前

１３：４０～１４：２０道 の 駅　 駐 車 場

■ひまわり号の巡回場所と時間
　
市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

繋
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

罫
調
理
補
助
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

茎
介
護
員（
支
援
員
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
　
歳
以
下

６４

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （
８
（
８
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１０１０
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札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
9
月
5
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１０

１２

 山
内
 　

や
ま
う
ち

 崇
  史
 　
弁
護
士

た
か
 
し

▽
９
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１９

１０

１２

 村
  田
 

む
ら
 た

　
 雅
彦
 　
弁
護
士

ま
さ
ひ
こ

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

　
岩
見
沢
児
童
相
談
所
で
は
、
巡

回
児
童
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
　
月
　
日
（
金
）　

１１

１０

１０

時
～
　
時
１６

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

▼
対
　
象
　
　
歳
未
満
の
方

１８

▼
相
談
内
容
　
養
護
相
談
、
保
健

相
談
、
発
達
相
談
、
非
行
相
談
、

育
成
相
談
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
相

談
を
希
望
す
る
方
は
、
９
月
　２７

日
（
水
）
ま
で
に
福
祉
事
業
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２

・
３
２
１
３
）
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
希
望

に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

巡
回
児
童
相

巡
回
児
童
相
談談

☎42-3214

ペ
ッ
ト
の
遺
棄
・
虐
待

ペ
ッ
ト
の
遺
棄
・
虐
待
はは

犯
罪
で

犯
罪
で
すす

　
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て

る
（
遺
棄
す
る
）
こ
と
は
犯
罪
で

す
。
違
反
す
る
と
、
懲
役
や
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
動
物
虐
待
と
は
、
動
物
を
不
必

要
に
苦
し
め
る
こ
と
を
い
い
、
正

当
な
理
由
な
く
動
物
を
殺
し
た
り

傷
つ
け
た
り
す
る
行
為
だ
け
で
な

く
、
必
要
な
世
話
を
怠
っ
た
り
、

ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
を
せ
ず
に
放

置
し
た
り
、
充
分
な
餌
や
水
を
与

え
な
い
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ネ
グ
レ

ク
ト
と
呼
ば
れ
る
行
為
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
愛
護
動
物
の
虐
待
や
遺
棄
を
発

見
し
た
と
き
は
、
空
知
総
合
振
興

局
環
境
生
活
課
ま
た
は
警
察
署
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た

り
傷
つ
け
た
者

→
5
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
0

0
万
円
以
下
の
罰
金

▼
愛
護
動
物
に
対
し
、
み
だ
り
に

身
体
に
外
傷
を
生
ず
る
お
そ
れ

の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

さ
せ
る
、
え
さ
や
水
を
与
え
ず

に
酷
使
す
る
等
に
よ
り
衰
弱
さ

せ
る
な
ど
虐
待
を
行
っ
た
者

→
1
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0

0
万
円
以
下
の
罰
金

▼
愛
護
動
物
を
遺
棄
し
た
者

→
1
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0

0
万
円
以
下
の
罰
金

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
ペ
ッ
ト

の
飼
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

知
人
・
友
人
に
新
し
い
飼
い
主
を

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ポ
ス
タ

ー
を
掲
示
し
て
飼
い
主
を
募
集
す

る
な
ど
、
自
ら
新
し
い
飼
い
主
を

探
す
こ
と
が
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

▽
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
地
方
自
治
体
動
物
虐
待
等
通
報

窓
口
一
覧
　(h

ttp
s
://w

w

w
.e
n
v
.g
o
.jp
/n
a
tu
re
/d

o
b
u
tsu
/a
ig
o
/3
_c
o
n
ta

c
t/re
p
o
rtc
ru
e
lty
/)

・
環
境
省
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
防

止
ポ
ス
タ
ー
　（h

ttp
s://w

w
w
.e
n
v
.g
o
.jp
/n
a
tu
re
/

d
o
b
u
tsu
/a
ig
o
/2
_d
a
ta
/

p
a
m
p
h
/p
o
ste
r0
4
.p
d
f

）

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
環
境
生

活
部
自
然
環
境
局
自
然
環
境
課

企
画
調
整
係
（
緯
０
１
１
・
２

０
４
・
５
９
８
７
）
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
プ
リ
コ
ム
旭
川

広報うたしない 令和５年９月号

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　

▽
東
京
都
　
 斉
  郷
 　

さ
い
 ご
う

 美
  保
  子
 さ
ん

み
 
ほ
 
こ

か
ら
　
　
　
現
金
２
万
１
千
円

▽
神
奈
川
県
　
 堀
  越
 　

ほ
り
 こ
し

 達
  哉
 さ
ん

た
つ
 
や

か
ら
　
　
　
現
金
１
万
９
千
円

繋
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
防
止
の
た

め
に

敢
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を

知
ら
せ
る
。

柑
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を

付
け
る
。

桓
残
飯
や
生
ご
み
の
処
理
に
は
注

意
す
る
。

棺
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見

つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
す
。

款
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

罫
防
災
対
策
に
備
え
を

　
８
月
　
日
（
水
）
か
ら
９
月
５

３０

日
（
火
）
ま
で
の
間
、
防
災
週
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
雨
や
洪
水

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
つ
い

て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

茎
国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止
対
策
に

赤
歌
警
察
署
か
ら

赤
歌
警
察
署
か
ら
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

ご
協
力
を

　
北
海
道
警
察
は
「
テ
ロ
リ
ス
ト

を
入
れ
な
い
」「
拠
点
を
作
ら
せ
な

い
」「
起
こ
さ
せ
な
い
」
の
三
本
柱

で
テ
ロ
対
策
を
推
進
中
で
す
。
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

ま
す
が
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
必

要
な
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目

と
声
で
す
。

　
平
成
　
年
９
月
　
日
、
米
国
で

１３

１１

の
同
時
多
発
テ
ロ
、
平
成
　
年
４

２５

月
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で

の
爆
発
テ
ロ
等
、
い
つ
何
処
で
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　
何
か
変
だ
な
（
不
審
者
）、
お
か

し
い
な
（
不
審
物
件
）
と
思
い
ま

し
た
ら
、
赤
歌
警
察
署
へ
連
絡
・

通
報
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
４
２
・
０
１
１
０
）

繋
次
の
よ
う
な
場
合
は
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

　
会
社
を
退
職
（
失
業
）
し
た
と

き
は
、
本
人
と
扶
養
し
て
い
る
配

偶
者
に
つ
い
て
も
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年

金
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
と

き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

罫
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
安

心
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替

が
お
す
す
め
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
国
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
で
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
支
払

い
が
で
き
な
い
場
合
や
、「
つ
い

う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
納
め
忘
れ

の
防
止
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
保
険
料
の
納
付
書

と
預
貯
金
通
帳
及
び
通
帳
の
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
ま
た
は
年
金
事

務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
や
引
き
落
と
し
に
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
最
初
の
引
き
落
と
し
は
、

申
し
込
み
の
１
～
２
か
月
後
と
な

国
民
年
金
の
手
続
き

国
民
年
金
の
手
続
き
にに

つ
い
つ
い
てて

り
、
開
始
月
は
、
後
日
お
届
け
す

る
「
口
座
振
替
開
始
の
お
知
ら

せ
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）
ま

た
は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
（
市

役
所
１
階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

　
北
海
道
で
は
、
行
き
場
の
な
い

犬
や
猫
を
新
し
い
飼
い
主
へ
つ
な

い
で
い
く
「
動
物
愛
護
管
理
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
を
令
和
5
年
度

か
ら
開
設
予
定
で
す
。

　
北
海
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
道
内

の
　
の
（
総
合
）
振
興
局
と
　
の

１４

４０

保
健
所
・
支
所
が
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
取
ら
れ
た
犬
や
猫
の
新
し
い

飼
い
主
探
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
胆
振
東
部
地
震
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
多
頭
飼
育

崩
壊
な
ど
人
と
動
物
を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
改

正
に
よ
り
「
動
物
愛
護
管
理
セ
ン

タ
ー
機
能
」
に
つ
い
て
新
た
に
規

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
人
も
動
物

も
安
心
し
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
、
令
和
5
年
度
か
ら
「
動
物
愛

護
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
北
海
道
で
は
、
本
取

組
へ
の
ご
寄
附
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
企
業
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
の
時
期
・
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
s

://w
w
w
.p
re
f.h
o
kka
id
o

.lg
.jp
/ks/skn

/a
ig
o
/d
o
u

a
ic
e
n
te
r.h
tm
l

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
環
境
生

活
部
自
然
環
境
局
自
然
環
境
課

企
画
調
整
係
（
緯
０
１
１
・
２

０
４
・
５
９
８
７
　
F
A
X
０

１
１
・
２
３
２
・
６
７
９
０
）

北
海
道
動
物
愛
護
管

北
海
道
動
物
愛
護
管
理理

セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い

セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ
い
てて

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え
なな

い
で
く
だ
さ

い
で
く
だ
さ
いい

　
人
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
直
接

被
害
を
与
え
る
危
険
性
の
高
い
ヒ

グ
マ
を
作
り
だ
し
、
人
と
ヒ
グ
マ

の
共
存
を
困
難
に
す
る
た
め
、
道

内
の
生
物
の
多
様
性
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
と
し
て
、
北
海

道
で
は
、「
北
海
道
生
物
の
多
様

性
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
で
、

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
違
反
す
る
と
、
行
為
の
中
止
等

の
勧
告
や
氏
名
等
の
公
表
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
環
境
生

活
部
自
然
環
境
局
（
緯
0
1
1

・
2
0
4
・
5
9
8
8
）


